






考察および要約 

実験的 IUGR ラットの成績から,ソルコセリル(組織呼吸賦活剤)の出生前母獣への投与

は,ActinomycinD 投与によって障害された胎盤機能,とくに CAP,LAP,alkali-P 活性の低下

を示す胎盤を再び賦活させ,酵素活性も上昇してある程度の胎盤機能不全を改善する結果

を得た。それと共に,胎仔発育も促進するという結果にもつながった。従って・本剤が今後

ヒトの IUGR(胎盤機能不全による)の治療剤となりうるかは,次年度の臨床成績にゆだねた

い。関連発表:荒木勤,他;胎盤機能不全による IUGRの治療一実験的ラット IUGR におけるソ

ルコセリルの効果一第 4回産科婦人科代謝研究会 1981.2,1。於東京 


